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はじめに
　今年度、グローバルスタディ（アメリカ研修）を履修した。この授業はグローバルな見識を養うことを目標とし
た科目で、①15回の事前学習の講義、②事前学習関連レポート（6000字以上）、③設定課題を基軸としたアメリカ現
地研修、④事後学習、⑤公開プレゼンテーション、⑥包括的修了レポート（12000字以上）という、ボリュームの
ある学習内容で構成されていた。現在、全ての学習プロがラムを成して遂げて、最大限学力、能力を伸ばすことが
できたと確信している。
　私がグローバルスタディ（アメリカ研修）に参加しようと思ったきっかけは、１年生の時に、チャオニャン部主
催の中国研修旅行に参加したことにあった。この人生初の海外体験で、日本にいるだけでは決して得ることができ
ない「素晴らしい経験、新しい発見」を海外渡航はもたらすことを知った。機会があればまた海外に行ってみたい
と思っていた。２年生になり直ちにグローバルスタディの履修を決意した。
　このエッセイでは、グローバルスタディの学習の全体像ではなく、私のアメリカ現地研修での体験をラフなスケ
ッチとして述べることで、現在のアメリカの様子を伝えたいと思う。
1.　ボストン
　2010年９月12日、日本の成田空港からミネアポリス経由で、ボストンに向かった。ボストンに到着したのは、同
日の現地時間の深夜12時頃だった。
　ボストンは、アメリカでもっとも古い歴史を持つ街で、重厚なレンガ造りの建物が多くとても風格があった。
ボストン
　到着日の翌日、ハーバード大学を訪問した。ハーバード大学は、ジョン・ハーバードらにより創設され、現在名
実共に世界ナンバーワンの大学になっている超エリート校である。最初に感じたことが、キャンパスの大きさと威
厳だった。圧倒的な広さの敷地に風格のある建物が建っていた。建物の多くがレンガ等石材で建てられていた。学
生寮や講堂など全てが高級な石材造りだった。キャンパス全体は美しい自然に包まれており、愛くるしいリスなど
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が飛びまわっていた。
　ハーバード大学では多くの学生や市民の方に、インタビューを行った。アメリカの過去、現在、未来のことや、
現政権の経済政策や外交政策、アメリカ人の価値観の変化等、さまざまなことについて、現地の方と話をした。
ハーバード大学では現地の人と対話した
ハーバード大学創立者ジョン･ハーバードの像 ハーバード大学キャンパス
大学の建築物 学生掲示板
　ボストン美術館を訪問した。ボストン美術館は、ニューヨークのメトロポリタン美術館、シカゴのシカゴ美術館
と共にアメリカ３大美術館と言われるものの一つである。ボストン美術館には、世界中の美術品が展示されていた。
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浮世絵等の日本の美術品等も多く貯蔵されていた。私が最も興味を引いたのがヒマラヤの展示コーナーだった。今
まで見たことがなかったコンセプトの芸術だったので、とても新鮮に感じた。
ボストン美術館
　フリーダムトレイルという古都ボストンの中でも、1600年代・1700年代以来の米国草創の歴史を刻むルートを散
策した。州議事堂、コモンパーク、グレナリー墓地など、歴史を実感させる町並みを歩いた。やはりここでもレン
ガ等の石材造りの建物が目立った。古びた建物が多い中でも、街全体はよく整備されとても美しかった。意外に坂
が多いことも発見した。勾配が急な坂から、なだらかな坂まで多くの坂があった。
ボストン州議事堂 コモンパーク
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集会所
　ボストン滞在期間中の後半は、学生だけでチームを組んで行動する研修が行われた。科目担当教員の広田教授か
ら、視察経路を自主的に計画し現地の人にインタビューしながら行動するようにと言われた。自分達の英語力・能
力だけでできるかどうか、最初は正直不安だった。私達は、フェンウェイパークという野球場に行った。ここは松
坂選手や岡島選手などの日本人メジャーリーガーが所属するボストン･レッドソックスの本拠地でアメリカ最古の
野球場として有名だった。野球好きの私としては、是非見てみたい球場だった。中に入ろうと思ったが行った日が
悪く、市民権を持った人たちのイベントがあったようで、多くの人が並んでいた。私達は中に入るのをあきらめざ
るをえなかった。球場の周りを歩いた。町並みにあわせたレンガ造りと赤いチームカラーが目に入った。やはり、
地元に好かれる球場であることを知った。
フェンウェイパーク フェンウェイパークの外装
　クリスチャン･サイエンス･センターを訪問した。クリスチャン･サイエンスは、アメリカの代表的なキリスト教
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の宗教団体である。教会の外観は、日本で見る教会とは違いとても神々しい感じがした。教会の中はとても立派で、
ステンドグラスやパイプオルガンなどが、きれいにされており、その美しさに感動した。私達と一緒に教会に入っ
た人達からは、一斉に「きれいだ」「素晴らしい」という絶賛の声が上がっていた。
クリスチャンサイエンスセンター 教会
サタデースクール
　ボストン市内にあるプルーデンシャルセンターというショッピングモールを見学した。規模の大きさに驚いた。
また、日本の場合、郊外にショッピングセンターを建てるが普通だが、ボストンでは違っていた。この巨大ショッ
ピングモールは、ボストン市街のほぼ中心街につくられていた。他にも驚いたことは、テナントを借りずに営業を
する多くの店があったことだ。日本で見る露店のような感じの店だった。そこではどちらかというと食べ物という
より、小物や雑貨を主として売っていたようだ。こういう自由な商売ができるのもアメリカならではと思った。
　その他、ジョン＝F＝ケネディ大統領の生家、MIT（マサチュセッツ工科大学）、ボストン大学を訪問した。
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ジョン＝F＝ケネディの生家 マサチュセッツ工科大学
ボストン大学
2.　ニューヨーク
　ボストンでの研修を終え９月15日に、ボストンのローガン空港からニューヨークに向かった。2001年９月11日の
アメリカ同時多発テロからちょうど９年目の９月ということもあり、ローガン空港の警備員はどこか緊張している
面持ちだった。
　ボストンから１時間程のフライトで、ニューヨークに到着した。ニューヨークに到着して最初に実感したのが、
ボストンに比べて「クラウディッド」という印象だった。私は田舎育ちのせいか、排気ガスのスメルも敏感に感じ
た。このスメルは、１年生の時に中国に行ったときのものと同じものだった。すさまじく激変し勢いがあるエリア、
発展するエリアのスメルである。
　ニューヨークのジョン＝F＝ケネディ空港から、市街地マンハッタンに向かっている最中、道路の舗装状態がと
ても悪いことに気づいた。日本と違い道路に金をかけないのだなと思った。
　マンハッタンに到着しての皆の第一声は、「デケェ！」の一言だった。圧倒的な超高層ビルの数々、街にあふれ
かえるクルマと人間、それらが醸し出すエネルギー、パワー。これが世界一の経済大国アメリカ合衆国の心臓部な
のかと、感動した。
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ニューヨークマンハッタンの風景
　最初にウォールストリートに向かった。ウォールストリートは、現在進行中の世界同時不況の震源地となった場
所である。ウォールストリートに踏み込んで、最初自分が感じたのは、「恐怖」だった。高い高層ビルがいくつも
建ち、無数のビジネスパーソン達が足早に移動しているウォールストリートは、現代の世界経済戦争の戦場だった。
人々の目には、力があり他人を射るような鋭さ、凄みがあった。戦う「戦士」の目だった。ビジネスパーソン達は皆、
経済の激変と戦っていた。一歩でも二歩でも自分の状況を、企業の状況を良くしようと、前進していた。そのオー
ラに圧倒され自分は最初、恐怖を感じたのだと思う。私達はウォールストリートで、多数の人に、現在のアメリカ
の経済状況、未来の予想、政府の政策などについて、インタビュー活動を行った。ビジネスパーソン達と対話する
うちに、アメリカの強さを感じた。皆、自分のやれる最大限の努力に挑戦し、活路を開こうとしていることがわか
った。一人一人が、前へ前へ前進しようとしていることがわかった。これがアメリカの強さだと実感した。
ウォールストリート
長岡大学生涯学習センター『生涯学習研究年報』第５号（通巻第 14 号）
− 80 −
ニューヨーク連邦銀行にて
ウォールストリートでのヒアリング活動
　マンハッタン南端のバッテリーパ−クに行った。バッテリーパ−クは、ニューヨークでも古い歴史のあるエリア
であった。目の前のニューヨークベイからは、遠方にそびえたつ自由の女神が見えた。
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バッテリーパーク バッテリーパークから見た自由の女神
　ワールドトレードセンターの跡地、グランド･ゼロを視察した。2001年９月11日に倒壊したビルの跡地では、着々
と復興の工事、新しいビルの建設が進んでいた。
9･11テロの跡地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
新しいビルの建設風景
　ニューヨークでの宿泊場所は、マジソンスクエアーガーデンの近くのペンシルバニアホテルだった。滞在中は毎
日、近くのコンビニや土産屋に行き必要な品を買った。そこで皆、コンビニと土産屋のスタッフの方と、とても仲
良くなった。スタッフの方との交流を通じ、アメリカ人独特のフレンドリーさを教わった。
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コンビニの店長さんと 土産屋の店員さんと
　ニューヨーク滞在の後半でも、ボストンと同様、学生だけで複数のチームをつくり現地の人へのインタビューを
中心に自主的に行動するという研修が実施された。
　私が中心となったチームは、最初、自由の女神のあるリバティー島に向かった。やはり自由の女神は観光客から
の人気が高いらしく、朝一番の船でリバティー島に向かったが、その船も満員だった。次の船になると自分の乗っ
てきた船の２倍くらい人が乗っているのではないかと思うくらい多かった。さすが自由の女神。着いてまず、そう
思った。テレビでしか見たことのないものを自分の目で見ることに感動した。これほど巨大な物が100年以上もの間、
建ち続けているのはすごいことだと思った。アメリカ不滅のシンボルに大感動した。
リバティー島への移動中の船内
リバティー島から見たマンハッタン
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自由の女神
　タイムズ･スクエアを訪問した。無数に溢れる人混みと、車の数に圧倒された。タイムズ･スクエアは、海外映画
などによく出てくるところだが、自分が思っていた以上に人で溢れかえっていた。よくこんなところで撮影ができ
るなと思った。
タイムズ･スクエア
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　エンパイア･ステート･ビルに行った。エンパイア･ステート･ビルは、なんといっても映画「キング･コング」で
有名なところだ。歩いていたらビルのスタッフらしいお兄さんに話しかけられた。その人は少しだけだが日本語を
話せるのでびっくりした。やはり、日本人観光客が多く訪れているから、スタッフもそれ相応に言葉が話せるよう
になっているのだと思った。自分たちは、最上階まで行かず80階あたりからマンハッタンを眺めた。あいにくの曇
りのせいか見通しが悪く、あまりよい眺めではなかったが、それでも下を見てみるとあれだけ大きかった街が小さ
く見えてしまい、こんな高い建物ばかり建てるアメリカ人はすごいと思った。
遠目から見たエンパイア･ステート･ビル エンパイア･ステート･ビルから撮った写真
　エンパイア･ステート･ビルからホテルに帰る際、突然雷が鳴りゲリラ豪雨にあった。まるで滝のように降ってく
る雨と何回もなる雷に絶句した。日本では体験できないほどすさまじい豪雨だった。ホテルに帰りテレビをつけた
ら豪雨の被害でクイーンズというエリアが、甚大な被害を受けているというニュースが報道されていた。大陸の天
候のすさまじさを体験した。
　NY市立図書館を訪問した。図書館の外観はまるでギリシャ神話に出てくるような建物で、とても図書館には見
えなかった。
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NY市立図書館
　国連本部を視察した。国連総会の直前で、準備にあわただしかったようだ。世界各国の要人が集まるので、警備
が非常に厳重で常に警察官がパトロールしていた。
国連本部
　メトロポリタン美術館（通称メット）に行った。外観だけ見るとNY市立図書館と変わりなかったが、中に入り
マップをもらい驚いた。思っていた３倍くらいの広さだった。とりあえず自分は特に見たい物はなかったので適当
に歩いていた。しかし、展示物を見てみると、どれもこれも自分の興味をそそるような物ばかりだった。また展示
物を見せるのがうまいと思った。見せる物によって明かりを微妙に調整していたりした。見せ方によってこれほど
作品が際立って見えるのか、と思った。本当に素晴らしい美術館だった。
メトロポリタン美術館
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エジプトの展示物 ギリシャの展示物
　セントラルパークにも行ってみた。平日の昼間だったがセントラルパークにはたくさんの人がいて、それぞれ色々
な楽しみ方をして過ごしていた。その他、カーネギーホールを見たりNY郵便局を見たりして歩いてみた。よく歩
くと、マンハッタンは意外に小さな街だということが分かった。
セントラルパーク
ドラマ撮影の様子
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カーネギーホール NY郵便局
おわりに
　アメリカ現地研修を終えて私が思ったことは、アメリカという国のスケールの大きさだった。事前学習の講義等
でアメリカはとても広大であらゆる点で圧倒的なパワーのある国だということを聞かされていたが、現地に到着し
て、そのスケールの大きさ、パワー、エネルギーは、予想をはるかに超えるものだった。広大な風景、巨大で大胆
かつ独創的な建築物の設計、多様なビジネスを許容する街の雰囲気、世界中の民族が集中する超多民族社会、すさ
まじい競争と戦いの社会が醸し出すエネルギー、激闘の生活にもかかわらず忘れない人間へのやさしさと気さくさ
等。アメリカ現地で見て体験した全てに、圧倒された。
　１年生の時の中国の研修旅行では、留学生が言葉の面等でフォローしてくれたが、今回のアメリカ現地研修では、
基本的に日本人学生の私達が主体的に直接現地の人たちとコミュニケーションをとりながら進めていくスタイルを
とったので、悪戦苦闘の連続だった。その分、能力が伸びたと実感した。
　帰国後、私は今回のアメリカ現地研修の経験で得た力をベースに、さらに自分を伸ばしていこうと決意した。世
界はとても広い。海外に行ったことのない学生や、大学に入りまだやりたいことの決まっていない人は、是非海外
へ一度行ってみてほしいと思う。とにかく日本を出るだけで、新しい考え方や発見にめぐりあえると思う。
